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はじめに

　和歌山下津港北港地区の防波堤建設にあたっては、

土砂処分場の確保が困難であったことから、軟弱な

海底地盤の土砂処分量を軽減することが課題であっ

た。このため、護岸・岸壁については１０余の施工例

がある本工法を、防波堤に初めて適用することとし

た。適用に際しては、消波機能の確保、粘性地盤の

強度低下の評価手法、鋼板セル部材強度の確保策等

様々な技術課題を解決する必要があった。

設計条件

�水　　深：－２１m～－２３m

�潮　　位：H.H.W.L+３.６m、H.W.L+１.９m、

　　　　　　L.W.L±０.０m

�波浪条件：H１/３ ７.０m、T１/３ １３.９sec、Hmax １２.６m

�天 端 高：+６.０m

本工法による技術開発の成果

①波浪による繰返し荷重による軟弱地盤の強度低

下手法の確立

　粘性土の強度低下を実設計に取り入れ、軟弱粘

日本初の根入式鋼板セル防波堤の建設

（和歌山 下  津 港北港地区防波堤（南））
しも づ

性土を低改良で使用した際の安全性を検証し、土

砂処分量をゼロ化。

②波の回折を利用した独創的な消波機構の実現

　鋼板セルの天端を海底面下に抑え、階段状の上

部工を設置することにより、円形鋼板セルの特徴

を活かした波の回折と砕波による新たな消波機構

を実現。

③鋼板セル上部のサンドイッチ合成構造の実用化

　セル殻上部を鋼板とコンクリートによるサンド

イッチ合成構造とし、作用波力の大きいセル殻上

部の強度を確保。

　以上により、消波ブロック被覆堤と比較して約

２５％工費を縮減した。

おわりに

　本工法による防波堤は、平成１３年１２月～平成１５年

３月にかけて慨成され、港内の静穏度確保に貢献し

ている。軟弱粘土層が堆積した地盤条件において効

果を発揮する工法であり、各地の港湾整備での活用

が期待される。
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